
防災士研修
Disaster Prevention Specialist

Training
3817140 古橋　敬一 2 選択 1通年

科目の概要
本講義は、認定特定非営利法人 日本防災士機構が認証する資格である「防災士」の取得を目指すプログラムです。事前指導を受け、なおかつ学外での防災士研修、試
験、講習等を経て「防災士」の資格を取得できた学生にのみ単位を出します。防災士とは、「自助」「共助」「協働」の3つを基本原則として、家庭、職場、地域社会な
ど、あらゆる場所で防災力を高める活動を行うために、十分な意識と一定の知識・技能を修得したと認められる者に与えられる資格です。災害大国である日本におい
て、発災時に自らの身を守るだけでなく、周囲と協力して被害を最小限に抑え、地域の復旧・復興に貢献できるリーダーとしての素養を養います。地域社会への貢献で
きる資格取得を通して、建学の精神、社会人基礎力、pisa型学力を養っていきます。(DP①②③④⑥)
10時間の事前事後指導と35時間の実際のボランティアで構成しています。

学修内容 到達目標

① 防災を通した地域貢献活動についての概要を学ぶ。
② 防災を通した地域貢献活動にあたっての心構えが理解
できる。
③ 家庭、職場、地域社会など、あらゆる場所で防災力を
高める活動について学ぶ。
④ 地域課題の一つである減災・防災を解決する方法につ
いて学ぶ。

① 防災を通した地域貢献活動についての概要が述べられ
る。(DP①②)
② 防災を通した地域貢献活動をするにあたっての心構え
が列挙できる。(DP①②)
③ 家庭、職場、地域社会など、あらゆる場所で防災力を
高める活動に参画できる。(DP③➃)
④ 地域課題の一つである減災・防災を解決する資格を取
得する。(DP②➃⑥)

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 日本防災士機構の認証する自治体、学校法人、民間団体に自ら申し込み、研修を受けるこ
とができる。

働きかけ力

実行力 資格取得を目標して、課題レポートを提出し、試験に合格することができる。

考え抜
く力

課題発見力 研修を通して、獲得した知識を通して文献を使ってさらに深めることができる。

計画力

創造力 自己の固定観念にとらわれることなく、文献を活用したり、他者からの意見を取り入れ、
考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

研修で学んだことや文献で深めた知識について、スライド・資料を作成し、発表原稿を準
備し、発表できる。

グループワークで、人の意見を確認し、さらに自分の意見がのべることができる。

遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動せず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。
欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

テキスト及び参考文献

防災士資格を取得するにあたっては研修費を除き、「防災士教本代」4,000円（税込）、当機構が実施する「防災士資格取得試験受
験料」3,000円（税込）、「防災士認証登録料」5,000円（税込）の合計12,000円（税込）が必要となります。防災士養成研修講座の
参加費については、民間研修機関、自治体、大学などの研修機関によって異なります。参加される研修講座の主催者に確認する必要
があります。愛知工業大学が実施している研修費用は学生18,000円、一般28,000円となっています。

他科目との関連、資格との関連

学修上の助言 受講生とのルール
学生は本防災士機構の認証する自治体、学校法人、民間団体で研修を受
けることになります。左記の団体が行う研修を受け、レポート課題を提
出し、「防災士資格取得試験」に合格する必要があります。次に「救急
救命講習」を修了し、登録をすることで「防災士認定状」「防災士証」
が認定されます。この証明をもって本科目の2単位が認められます。

学生自身が自分で申し込み、研修や講習に参加する形態をとっていきます。主体期
に情報収集し、自ら学び、獲得した知識について発表できることを目的にしていま
す。これらの取り組みを通して、社会人基礎力が総合的に養われていくことを望ん
でいます。

前期で終了の科目です。前期で防災資格の取得を完了してください。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

1. 自ら申し込んだ研修に参加し、試験に合格し、関連す
る講習を受け、防災士の資格を取得できた。
2. 自分が獲得した防災に係る知識を応用して学びんだ内
容をわかりやすく発表することができる。
3. 防災士の資格を活かして、地域での活動にも参画がで
きる。
秀は1.2.3ができている。優は1.2ができている。

良の到達レベル
1.自ら申し込んだ研修に参加し、試験に合格し、関連する
講習を受け、防災士の資格を取得できた。
2.自分が獲得した防災に係る知識を他者に、説明できる。
可の到達レベル
1.自ら申し込んだ研修に参加し、試験に合格し、関連する
講習を受け、防災士の資格を取得できた。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

小テスト

① ✓

60

活動報告がわかりやすく書かれ、次回の活動参加に結び付けてい
る。
pisa型学力
パワーポイントを使って、自分の獲得した知識やその意義、地域で
の活用方法についてわかりやすく説明することができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

レポート

① ✓

30

スライドを作成し、自分の獲得した知識やその意義、地域での活用
方法についてわかりやすく説明するこがとができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）
・自らで研修に申込み、試験や講習をパスできている。
（実行力）
・目標を設定して、資格を取得することができている。
（課題発見力）
・防災研修を通して、知ったことについて文献を使ってさらに深めることができている。
（創造力）
・自己の固定観念にとらわれることなく、文献を活用したり、他者からの意見を取り入れ、考えることができている。
（発信力）
・自分が獲得した知識をパワーポイント・資料を作成し、発表原稿を準備し、発表できている。
（傾聴力）
・グループワークで、人の意見を確認し、さらに自分の意見がのべることができている。
（規律性）
・遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動せず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。
欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

② ✓

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



良の到達レベル
1.自ら申し込んだ研修に参加し、試験に合格し、関連する
講習を受け、防災士の資格を取得できた。
2.自分が獲得した防災に係る知識を他者に、説明できる。
可の到達レベル
1.自ら申し込んだ研修に参加し、試験に合格し、関連する
講習を受け、防災士の資格を取得できた。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
防災士研修の意義、研
修先一覧、申し込み手
続き

講義
ワーク

防災士研修の概要につ
いて説明をします。

（復習）(予習)
授業の振り返り、防災
士研修の一覧から、自
分が申込むものを探
す。 90 主体性

実行力

2

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

研修内容を理解でき
る。

（復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90 主体性
実行力

3

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90 主体性
実行力

4

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
発信力
傾聴力

5

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
発信力
傾聴力

6

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

7

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

10

研修場所での防災士研
修

講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

11

研修場所での防災士研
修

実習
講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

12

研修場所での防災士研
修

実習
講義
ワーク

修内容を理解できる。 （復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

13

レポート課題提出、防
災士試験対策

講義
ワーク

レポート課題が書けて
いる

（復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

14

レポート課題提出、防
災士試験対策

講義
ワーク
NotebookLMを活用し、
これまでの講義資料等
をアップし、レポート
のアウトラインを作成
し、レポート執筆に活
用する。

レポート課題が書けて
いる

（復習）(予習)
研修の振り返り、レ
ポート、試験対策

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

研修後の報告会「地域
で活かしていくには」

プレゼンテーション
NotebookLMを活用し、
スライドのアウトライ
ンを作成し、プレゼン
資料に活用する。

学生が参加した研修、
自身の学びを発表でき
る。

（復習）他の学生の発
表を聞いて、自分が獲
得した知識を振り返
る。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性


